
作成年月日　令和５年６月２９日

　利用料金制の採用の有無　　■有　□無

　利用料金

○個  人 一般    500円／人，児童・生徒  250円／人 

○団  体(20人以上) 一般    400円／人，児童・生徒  200円／人

○年間券 一般  1,000円／人，児童・生徒  500円／人

○多目的ホール １時間までごとに1,500円

※平成22年４月１日より，

　市内の小学生および中学生の観覧施設の利用料金を無料化

令和４年度　指定管理者業務実績シート

公募
選定
区分

　旧青函連絡船摩周丸を函館港の港湾文化交流施設として保存・活用し，青函連絡船の歴史を広
く市民および観光客に伝えるとともに，その利用により本市の教育・文化の向上と観光の振興に
資することを目的として設置。

　399,000千円（購入費）

部 企画部 課 企画管理課

指定期間

建 設 費

《施設名》函館市青函連絡船記念館摩周丸
《所在地》函館市若松町12番地先公有水面

　函館市青函連絡船記念館摩周丸条例

　特定非営利活動法人
　語りつぐ青函連絡船の会

　令和　３年４月　１日から
　令和　８年３月３１日まで

　特になし

施設名・所在地

設 置 条 例

指定管理者名

指定管理者の
特 別 な 要 件

設 置 目 的

設 置 年 月

開 館 時 間
休 館 日 等

　平成15年４月（取得：平成14年12月）

構造規模等
耐用年数

　○構造規模等：船舶（綱板製横骨構造）他
　　・船舶の長さ／全幅　　132ｍ／17.9ｍ
    ・ト  ン  数　      　5,374ｔ
    ・延床面積　　①船　舶  　　　　　　　 　　　　　6,938,99㎡
　　　　　　　 　　　 使用可能面積 　　　　　　　　　1,496.11㎡
　　　　　　　　　　　　うち公開使用部分面積 　　　　1,161.15㎡
　　　　　　　　　　　その他公開部分（デッキ）面積 　1,735.73㎡
　　　　　　　　　②切符売り場棟  　　　　　　　　　　 143.50㎡
　○耐用年数：38年（法定耐用年数）

　開館日　　①４月１日から10月31日まで　午前８時30分から午後６時まで
　　　　　　②11月１日から３月31日まで　午前９時から午後５時まで
　休館日　　12月31日から1月3日まで

料金体系



１　指定管理者が行う業務の内容および実施状況

　(1)管理業務

　(2)委託事業（消防用設備保守点検，受水槽清掃，日常・特別清掃，夜間巡回警備業務）

　(3)自主事業

２　市民サービス向上のためのその他の取り組み実績

     ・特になし

３　市民ニーズの把握の実施状況

４　施設の利用状況（利用者数，稼働率など）

　・年度別利用件数

有料入館者数

免除者数

　・令和４年度の月別入館者数

有料入館者数

免除者数

12月

　 ④維持管理業務
　　 ・協定書のリスク分担表に基づき，所要の修繕を実施している。
     ・船体修繕については，日常的にメンテナンスボランティアによる塗装を行い，美観を保持している。
     ・また，施設の老朽化に伴い，水漏れや故障が増えてきているため，点検体制を強化している。

   ⑤その他業務（広報宣伝，展示物の見直しなど）
     ・Facebook等を活用し，幅広く広報活動を実施している。
     ・ホームページ内で，ガイドツアーのWeb予約システムを開始し，多く利用されている。
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   ①窓口業務（入館料の徴収および入館者数の把握，館内・催し物案内，
　　　　　　　高齢者および障がい者等への対応など）
　　 ・入館料の徴収および入館者数の把握，館内・催し物案内等の業務については適正に実施されている。
     ・高齢者および障がい者等への対応については，受付窓口職員による介助等により，
　　　 適切に対応されている。

     ・計画どおり実施している。

     ・各種事業について精力的に実施している。
　　イベント「記念フォーラム」，「夏休み　ちゃれんじ！工作2022スペシャル」など

     ・アンケート用紙を設置するほか，受付や案内時において要望等を把握するよう対応している。

7月 8月 2月10月 11月4月 5月 6月 計3月1月

　 ②館内業務（展示物等の説明，館内・催し物案内，要望・苦情への対応など）
     ・館内展示物については英文併記し，平易ではあるが展示物の英語による説明も対応している。
     ・館内ガイドツアーについては,人数を制限して実施している。コロナの感染状況による一時休止期間中は，
       お客様から聞かれた際に随時対応している。

　 ③入館者の安全の確保に関する業務（入館者の事故防止のための措置，市および関係機関への連絡調整など）
　　 ・避難訓練および防災訓練を実施し，適切に対応できる体制を整えているほか，
　　　 災害マニュアルを作成している。
     ・そのほか，台風や漂流物への対応についても，適宜関係機関への連絡が行われている。
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５　指定管理者の収支状況

（単位：千円）

事業収入

入館料収入

事業収入

その他（寄付／助成金等）

雑収入

雑入（受取利息等）

委託料・補助金収入等

委託料

補助金（軽減税率対策補助金）

休業補償費・収支補填

一般管理費

人件費

給与・諸手当

法定福利費等

施設管理費

修繕費

業務委託費（清掃等）

事業費

６　モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況

4,9171,509

△383605
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広告宣伝費

その他（事務費等）

4,342

167260

21,476

1,271

22,50819,476

12,091

収　入

令和４年度区　　分

　　指定管理者：　・四半期ごとの業務報告書の提出　・実績報告書，収支決算書の提出
　　　　　　　　　・利用者アンケート調査の実施　　・評価シートによる自己評価の実施，提出
  　市　　　　：　・実地調査，ヒアリングの実施（随時）
　　　　　　　　　・評価シートによる実績評価の実施，通知

3,890 △142収支差額

当該施設の利用者一人当
たり税金投入コスト
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７　指定管理者に対する評価

　①　指定管理者の自己評価

業務の履行 ■Ａ

状況 □Ｂ

□Ｃ

□Ｄ

サービスの ■Ａ

質の状況 □Ｂ

□Ｃ

□Ｄ

団体の経営 ■Ａ

状況 □Ｂ

□Ｃ

　②　市の指定管理者に対する実績評価

業務の履行 □Ａ

状況 ■Ｂ

□Ｃ

□Ｄ

サービスの □Ａ

質の状況 ■Ｂ

□Ｃ

□Ｄ

団体の経営 ■Ａ

状況 □Ｂ

□Ｃ

区分 評価

区分 評価 課題と今後の対応

　職員の高齢化が一番の問題であるが，元乗
組員の新規採用を行っており，若返りをして
いる。施設の老朽化も進むが，職員の専門知
識を生かして適切な対応をしていく。

　職員の大半が元青函連絡船乗組員となり
「思い出話のできる博物館」としてのアドバ
ンテージは大きい。乗船経験のない見学客に
もリアルな説明ができている。ただ，「国
鉄」や「鉄道貨物」「自動車フェリーとの違
い」の知識がないと青函連絡船も理解しにく
く，これらの解説も増やしていきたい。

　新型コロナウィルス感染拡大の影響は大き
いが，教育啓発事業としての物品販売の売上
が回復してきており，企画展，イベント等の
資金は確保できそう。収入にもつながる出版
等にも力を入れていく。

課題と今後の対応

・特記事項なし

評価の内容

評価の内容

・応募時の要件は満たしている。
・職員の配置は適切に実施しており，管理に高度な
専門知識・技術が必要なので研修・伝承に努めてい
る。
・労働条件，賃金水準は確保されているが，賃金水
準は高度な専門業務に対しては低い。
・ボランティアガイドは充実しており，規定以上に
遂行している。
・専門知識を持った職員が保守・点検に当たり，仕
様以上の維持補修を行っている。
・館内清掃は，施設の老朽化を感じさせないほど，
高水準を保っている。

・従業員の接遇状況は水準以上である。
・従業員の資質向上としては，元青函連絡船乗組員
の職員を増やし，全体の若返りを図っている。
・動力昇降機がないため，身体の不自由な人は利用
が困難。
・車両甲板や機関室が見学できないとの要望には応
えられないが，モニターカメラを独自資金で設置し
ている。
・トリップアドバイザー等クチコミサイトにも情報
提供し，評価は高い｡
・ガイドツアーのWeb予約を柔軟に活用。

・連絡船の元乗組員の雇用や，専門知識に対する研
修など適切に行われている。
・専門知識を持つ職員により適切に管理され，維持
補修の実施している。
・日常の清掃，特別清掃のほか，美観維持に努めて
いる。

・専門知識のある職員等による展示案内や説明は，
好評を得ている。
・未公開部分のカメラでの観覧や，団体旅行客受け
入れのため旅行会社への働きかけなど，利用促進が
行われている。

　経費削減を行い，自主事業による収益の確保に努
めている。

　日常的に保守・整備など施設のメンテナン
スを積極的に行うなど，施設の美観に努めて
いただいている。
　今後も，適正な維持管理を実施するととも
に，新型コロナウイルス感染拡大の影響によ
る入館者数の落ち込みの回復から，安定した
入館者数確保のため，効果的なPRや広報活動
のほか，市民の利用増加につながる自主事業
についても積極的に実施していただきたい。

　元連絡船乗組員やボランティアガイドによ
る案内や説明に対し，利用者の満足度は高い
と見受けられることから，今後も従業員の接
遇やサービスを維持するとともに，隣接する
函館クルーズターミナルを利用する外国人旅
行客の増加対応に努めていただきたい。

　新型コロナウイルスの感染拡大により落ち
込んだ利用者の回復を維持することが最大の
課題である。今後においても，広報活動の強
化や展示内容の工夫や各種イベントの実施に
より施設の利用促進を図り，適正な事業収
支，健全な経営の確保に努めていただきた
い。

◎「業務の履行状況」「サービスの質の状況」

Ａ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。

Ｂ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。

Ｃ 協定書を遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。

Ｄ 協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。

◎「団体の経営状況」

Ａ 事業収支，経営状況に問題はない。

Ｂ 事業収支，経営状況の今後に注意を要する。


